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平成２３年さぬき市議会第４回定例会議案 
 

平成２３年１２月１６日提出 
市長提出議案 
 
諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
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諮問第２号 
 
 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
 
 
 人権擁護委員として下記の者を推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２４年法

律第１３９号）第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を求める。 
 
 

平成２３年１２月１６日提出 
 

さぬき市長 大 山 茂 樹 
 

 
記 

 
 住  所   さぬき市寒川町神前１９１７番地４  
 
氏  名   寅 丸 絹 江 

 
生年月日   昭和２０年３月２５日生（満６６歳） 

 
 
 
 
 



委員会提出議案第５号�

�

�

さぬき市議会委員会条例の一部改正について�

�

�

上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１０９条の２第５項により準用する同

法第１０９条第７項及び会議規則第１４条第２項の規定により提出する。�

�

�

平成２３年１２月１６日�

�

提出者� 議会運営委員長� 多�田�泰�宏�



� � � さぬき市議会委員会条例の一部を改正する条例 

 

� さぬき市議会委員会条例（平成１４年さぬき市条例第１９８号）の一部を次のよ

うに改正する。 

� 第２条第２号イ中「水道局」を「上下水道部」に改める。 

� � � 附� 則 

� （施行期日） 

１� この条例は、平成２４年４月１日から施行する。 

� （経過措置） 

２� この条例の施行の際現に改正前のさぬき市議会委員会条例の規定による建設経

済常任委員会（以下「旧建設経済常任委員会」という。）の委員である者は、この

条例による改正後のさぬき市議会委員会条例の規定による建設経済常任委員会

（以下「新建設経済常任委員会」という。）の委員となるものとし、新建設経済常

任委員会の委員の任期は、旧建設経済常任委員会の委員の残任期間とする。 

３� この条例の施行の際現に旧建設経済常任委員会の委員長及び副委員長である者

は、新建設経済常任委員会の委員長及び副委員長となる。 

４� この条例の施行の際現に旧建設経済常任委員会において継続審査又は調査中の

事件は、新建設経済常任委員会に付託されたものとみなす。 

 



�

さぬき市議会委員会条例� 新旧対照表�

改� 正� 案 現� 行 

第１条� （略） 第１条� （略） 

（常任委員会の名称、委員定数及びその所管） （常任委員会の名称、委員定数及びその所管） 

第２条� 常任委員会の名称、委員の定数及び所管は、次のとおりとする。 第２条� 常任委員会の名称、委員の定数及び所管は、次のとおりとする。 

�� （略）�  �� （略） 

�� 建設経済常任委員会� ７人 

� ア� （略） 

� イ� 上下水道部の所管に属する事項 

� ウ� （略） 

�� 建設経済常任委員会� ７人 

� ア� （略） 

� イ� 水道局の所管に属する事項 

� ウ� （略） 

� �� （略） 

� �� （略） 

第３条～第３１条� （略） 

第３条～第３１条� （略） 

  

 



委員会提出議案第６号�

�

�

さぬき市議会会議規則の一部改正について�

�

�

上記の議案を、別紙のとおり地方自治法第１０９条の２第５項により準用する同

法第１０９条第７項及び会議規則第１４条第２項の規定により提出する。�

�

�

平成２３年１２月１６日�

�

提出者� 議会運営委員長� 多�田�泰�宏�



 



� � � さぬき市議会会議規則の一部を改正する規則 

 

� さぬき市議会会議規則（平成１４年さぬき市議会規則第１号）の一部を次のよう

に改正する。 

� 本則中「すべて」を「全て」に改める。 

� 第３７条第１項中「第１３４条」を「第１３５条」に改める。 

� � � 附� 則 

� この規則は、公布の日から施行する。 

 

 



 



�

さぬき市議会会議規則� 新旧対照表�

改� 正� 案 現� 行 

第１条～第６条� （略） 第１条～第６条� （略） 

� （会期中の閉会） � （会期中の閉会） 

第７条� 会議に付された事件を全て議了したときは、会期中でも議会の議決で閉会すること

ができる。 

第７条� 会議に付された事件をすべて議了したときは、会期中でも議会の議決で閉会するこ

とができる。 

� （議案等の説明、質疑及び委員会付託） � （議案等の説明、質疑及び委員会付託） 

第３７条� 会議に付する事件は、第１３５条に規定する場合を除き、会議において提出者の

説明を聴き、議員の質疑あるときは質疑の後、議長が所管の常任委員会又は議会運営委員

会に付託する。ただし、常任委員会に係る事件は、議会の議決で特別委員会に付託するこ

とができる。 

第３７条� 会議に付する事件は、第１３４条に規定する場合を除き、会議において提出者の

説明を聴き、議員の質疑あるときは質疑の後、議長が所管の常任委員会又は議会運営委員

会に付託する。ただし、常任委員会に係る事件は、議会の議決で特別委員会に付託するこ

とができる。 

２・３� （略） ２・３� （略） 

第３８条～第４９条� （略） 第３８条～第４９条� （略） 

� （発言の許可等） � （発言の許可等） 

第５０条� 発言は、全て議長の許可を得た後、登壇してしなければならない。ただし、簡易

な事項については、議席で発言することができる。 

第５０条� 発言は、すべて議長の許可を得た後、登壇してしなければならない。ただし、簡

易な事項については、議席で発言することができる。 

２� （略） ２� （略） 

第５１条� （略） 第５１条� （略） 

� （発言の通告をしない者の発言） � （発言の通告をしない者の発言） 

第５２条� 発言の通告をしない者は、通告した者が全て発言を終わった後でなければ発言を

求めることができない。 

第５２条� 発言の通告をしない者は、通告した者がすべて発言を終わった後でなければ発言

を求めることができない。 

２・３� （略） ２・３� （略） 

第５３条・第５４条� （略） 第５３条・第５４条� （略） 

� （発言内容の制限） � （発言内容の制限） 

第５５条� 発言は、全て簡明にするものとし、議題外にわたり又はその範囲を超えてはなら

ない。 

第５５条� 発言は、すべて簡明にするものとし、議題外にわたり又はその範囲を超えてはな

らない。 

２・３� （略） ２・３� （略） 

第５６条～第７６条� （略） 第５６条～第７６条� （略） 

（表決の順序） （表決の順序） 

第７７条� （略） 第７７条� （略） 

２� （略） ２� （略） 

３� 修正案が全て否決されたときは、原案について表決を採る。 ３� 修正案がすべて否決されたときは、原案について表決を採る。 

第７８条～第１０６条� （略） 第７８条～第１０６条� （略） 

（発言の許可） （発言の許可） 

第１０７条� 委員は、全て委員長の許可を得た後でなければ発言することができない。 第１０７条� 委員は、すべて委員長の許可を得た後でなければ発言することができない。 



�

さぬき市議会会議規則� 新旧対照表�

改� 正� 案 現� 行 

第１０８条� （略） 第１０８条� （略） 

（発言内容の制限） � （発言内容の制限） 

第１０９条� 発言は全て、簡明にするものとして、議題外にわたり又はその範囲を超えては

ならない。 

第１０９条� 発言はすべて、簡明にするものとして、議題外にわたり又はその範囲を超えて

はならない。 

２� （略） ２� （略） 

第１１０条～第１３０条� （略） 第１１０条～第１３０条� （略） 

� （表決の順序） � （表決の順序） 

第１３１条� （略） 第１３１条� （略） 

２� 修正案が全て否決されたときは、原案について表決を採る。 ２� 修正案がすべて否決されたときは、原案について表決を採る。 

第１３２条～第１５２条� （略） 第１３２条～第１５２条� （略） 

� （議長の秩序保持権） � （議長の秩序保持権） 

第１５３条� 全て規律に関する問題は、議長が定める。ただし、議長は、必要があると認め

るときは、討論を用いないで会議に諮って定める。 

第１５３条� すべて規律に関する問題は、議長が定める。ただし、議長は、必要があると認

めるときは、討論を用いないで会議に諮って定める。 

第１５４条～第１６１条� （略） 第１５４条～第１６１条� （略） 
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